
岡山県
第１０回おかやま言語まつり

　岡山県言語聴覚士会では、平成29年8月27日（日）に川崎医療福祉大学にて第１０回おかやま言語まつり

を開催致しました。本年度は「言語聴覚障害や当事者団体の活動について知ってもらう」を目的に、例年以上

に広報活動に力を入れ、ポスター400部、チラシ8000枚を関係者団体に送付しました。チラシには当日の

イベント内容の他に、県内の言語聴覚障害者団体（公益社団法人岡山県難聴者協会、岡山言友会、新声会、

失語症友の会コスモス、脳外傷友の会モモ、チーム川崎）がどんな活動を行っているか、参加するにはどこに

連絡すればよいかを記載し、手に取った方が情報を得られる内容になるよう工夫しました。当日はまず

当事者団体に活動内容と出し物を発表していただき、出し物では歌やハンドベルの演奏がありました。

なかでも喉頭を摘出し自力発声が困難となった方々の団体が「声のない私たちの出し物は声しかない」と考え、

を歌われた際には大きな拍手が送られていました。その後は言語聴覚士や当事者団体の活動に関する内容で、

団体対抗クイズ大会を行い大きな盛り上がりの中無事終了することができました。当日の様子はNHK岡山の

ニュースでも放送されました。イベントの参加者は96名で、参加者からのアンケートでは大多数の方から

言語聴覚障害や当事者団体の活動について理解が深まったとの意見を得ることができました。

今後も言語聴覚士が身近に感じてもらえるよう活動を行なっていきたいと思います。
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